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万博から考える「協養（きょうよう）」の必要性 

観光学部 金子祐介    

昨今、『教養としての○○』『○○の教養』と題した書籍が多く出版されている。「教養」という言葉は、Google 

に搭載されている AI (Gemini )に聞くと、「幅広い知識や経験を積み重ねることで身につく知的素養や洞察

力、人格」という回答を出す。ただ、『教養としての○○』や『○○の教養』といった書籍は、読み手にとっ

ての「経験」という部分を捨象し、各学問体系において知的遊戯として「学んでおいた方がいいものは○○だ

よね」という紹介をしているに過ぎない書籍が多いことがわかった。そういう点では、ある時代においては、

万国博覧会(以下、万博)というものの方が、歴史的にみて教養的であったと言える。 

そんな万博が、今、日本で開かれている。2025年 4 月 13 日から、大阪・関西万博が、一般に公開され

た。今回のテーマは「いのち輝く未来社会のデザイン」。158の国と地域が参加している。 

国内外のパヴィリオンが、社会課題解決に向け取り組んでいる次世代の技術をはじめ、地域固有のものと

して守るべき伝統や文化などを可視化し紹介している。そもそも万博とは、世界各国が近代化の過程で築い

てきた技術や文化を互いに認識し、国威発揚につなげることが目的だった。ただ、現在では、進歩だけでは語

り切れない「現代社会の要請に応えられる今日的なテーマ」を定めることが求められるようになってきた。 

ちなみに、日本では 55 年前にも大阪で万博が開催されている。私が生まれる前の話なので、今の大学生

には歴史的な話だろう。その際のテーマは「人類の進歩と調和」。アポロ 12 号が持ち帰った、＜月面の石＞

が話題となったことでもわかるように、人類の宇宙開発に向けた技術が残した進歩の足跡を見る機会となっ

た博覧会である。他にも、技術においては、私の博士課程在籍時の恩師である曽根幸一氏が担当した＜動く歩

道＞なども話題になった。人間の移動に大きな変化をもたらした技術が万博という場で日本にお披露目され

たことを伝えてくれる。ただ、こうした人間の「進歩」を物語る「教養」としてかつてあった技術は、今とい

う時代においては、「普通」のこととなり、見向きもされないものとなった。 

一方、現在行われている万博は、こうした人間の「進歩」を一瞬も見ることができない万博なのかもしれな

いとも考える。YouTube によるオンライン配信隆盛の時代において、「進歩」はすでに「普通」に見ること

ができるものになっているからだ。「経験」を抜きにした「教養」を得るだけであれば、YouTubeで事足り

るということになる。 

では、今、この時代にあるべき万博には何が求められているのか？それは、一方的に学ぶべきものとして与

えられる「教養」ではなく、他者の経験を共有し、ともに養い、育む力「協養 (私の造語)」なのではないだ

ろうか。 

そうしたインタラクティブな関係が、今回の万博会場にはあるのか、私も自分の目で確かめてくるの

で、皆さんにも自分の目で確かめてもらいたいと考える。そしてともに、「協養」を深められればと思う。 
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「本屋大賞」展示の紹介 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆開館カレンダー◆ 

□開館  9：00－20：00 

■土曜日 9：00－17：00 

■休館 

東金図書館閉館後はネットラウンジをご利用ください（21：00 まで開放）。 

※休館・開館時間は変更することがあります。詳細はホームページ、X で 

ご確認ください。 

 

レファレンスサービスをご利用ください 
 

レファレンスサービスとは、学修・研究等をするにあたって、

必要な資料や情報を探すお手伝いをするサービスです。 

例えば… 

・調べたい事柄やテーマがあるが、調べ方がわからない。 

・あるテーマの図書や論文を探したい。 

・データベースの使い方がわからない。 

・探している資料がどこにあるかわからない。 

その他、利用方法でわからないことがあれば、 

レファレンスカウンターにお気軽にご相談ください。 

 

 

レファレンス 

カウンター 

 

東金 

キャンパス 

ただいま東金キャンパスでは、2025 年本屋大

賞受賞作品を展示しています。全国の書店員が選

ぶ、世間で注目度の高い文学賞です。 

例年、図書館でも大好評のこちらの企画展示、

今年の大賞は、『カフネ』阿部暁子（講談社）に決

定しました。大賞以外 

の、ノミネート作品 

9 冊も展示しています。 

 貸出中の図書は、カ 

ウンターまたは MyOP 

AC から予約できます 

ので、ご利用ください。 

 

紀尾井町 

キャンパス 

学生選書委員の募集を開始 

毎年恒例、学生の皆さん自身が読みたい本

を選ぶ「学生選書」。 

まずは学生選書委員が候補となる本をピッ

クアップして一覧表を作成し、皆さんがその

一覧表の中から読みたいと思う本に投票しま

す。そして、投票数上位の本を図書室に入れ、

展示・貸出します。 

「学生選書」は、学生選書委員の活躍があっ

てこそのイベントです。今年の委員を 6月中

旬まで募集しますので、ぜひご応募ください。

1 年生～4 年生まで、学年は問いません。詳

しくは図書室にお問い合わせください。 

 学生選書‘２５ 
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